■資料－５　インキュベーターの主な区分
	
	ビジネス支援型
	研究開発支援型
	生産開発支援型
	コミュニティビジネス支援型

	特徴


	情報・通信関連を中心に、低廉なオフィスを提供すると同時に、インキュベーション・マネージャー等による支援を提供。

	大学や公設試との近接性を確保し、研究室仕様の作業スペースを提供。

	工場団地や工場跡地内に、戸建形式や長屋形式にて低廉な生産スペースを提供

	コミュニティビジネスを始めようとする人や、ボランティア・ＮＰＯ団体が入居


	事業主体

	自治体、公益法人の他、都心部では民間が設置・運営している施設もある。

	独立行政法人、第３セクターの設置・運営が多い。

	地方部における自治体の設置・運営している事例が多い。
※地元の雇用確保の観点から、低廉な賃料にて施設を開放している。

	自治体、ＴＭＯなど

	主な設置場所


	・名古屋都心部

・中心市街地　など

· 既存商業施設や公共施設の改修利用も多い。


	・リサーチパーク内
	・工場団地

・工場跡地　など
	・公民館、小学校など

※既存公共施設の改修利用も多い。

	想定される競合施設


	・都心部のマンション
	・都心部のマンション

・貸し工場、貸し倉庫


	・貸し工場、貸し倉庫
	－

	春日井市における

導入可能性


	○勝川駅や春日井駅周辺にて可能性あり
	○志段味サイエンスパークとの競合性があるが、中部大学との関連にて可能性あり。
	△市内に貸し工場、貸し倉庫等の物件が多く、競合先が多い。
	○活発なＮＰＯ活動への対応が可能であるが、コミュニティビジネス創出との関連性を確保することが課題

	愛知県内事例

（●県外事例）
	○あいちベンチャーハウス（名古屋市中区）

　　オフィス25室（15～36㎡）

　　※県税事務所の改修
○nabi 金山（名古屋市中川区）
　　オフィス20室（26～151㎡）

　　シェアードオフィス9室（10㎡）

○nabi 白金（名古屋市熱田区）

　　オフィス37室（35～215㎡）

　　シェアードオフィス8室（12㎡）

○一宮市インキュベーターオフィス（一宮市）

　　シェアードオフィス４室（12㎡）

　　※公民館の一部改修

○とよた新産業プラザeオフィス（豊田市）

　　オフィス7室（19～24㎡）

　　※商業施設の一部改修
○白扇㈱ THE BUSINESS CENTRE HAKUOH

    オフィス113室（2.5～20㎡）

　　シェアードオフィス31室（1.8～2.2㎡）

　　その他ブース
	○中部産学官連携研究棟（名古屋市守山区）

　　オフィス４室（46㎡）

研究室26室（46～65㎡）

　　 工場仕様9室（43～90㎡）

○クリエイションコア名古屋（名古屋市守山区）

　　研究室仕様　16室（52～97㎡）

　　工場仕様3室（256㎡）

○サイエンスコア（豊橋市）

　　オフィス5室（32～60㎡）

　　シェアードオフィス10室（13～22㎡）

　　研究室仕様４室
その他　ブース11

　　

●さがみはら産業創造センター
　　オフィス49室（17～50.2㎡）

　　研究室仕様47室（32～95㎡）
	●富山市ハイテク・ミニ企業団地（富山県富山市）
　　工場仕様43室（72～144㎡）

●ベンチャースペース氷見（富山県氷見市）

　　オフィス4室（69㎡）

　　工場仕様12室（165㎡）

●宇治ベンチャー企業育成工場（京都府宇治市）

　　工場仕様6室（200㎡）

●テクノフロント四日市（三重県四日市市）

　　オフィス2室（234～405㎡）

　　研究室仕様3室（234～303㎡）

　　工場仕様２室（303～405㎡）
	○COMBI　本陣（名古屋市中村区）
　　オフィス25室

　　※小学校の改修利用
●とよなかインキュベーションセンター

（大阪府豊中市）
　　オフィス15室（30～50㎡）

　　シェアードオフィス9室（4～6㎡）

　　※公民館の改修利用
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